
 
令和７年第２２回公安委員会会議録  

 
                               自午後　１時３０分

    日　時 　９月２５日（木曜日） 場　所 公安委員会室
                        至午後  ３時５５分
 

       公安委員 　甲斐委員長　小野委員　宮尾委員　野口委員　吉田委員
  会　議

         　本部長　　　警務部長　　生活安全部長    交通部長    
   出席者 警察職員

   　警備部長　　情報通信部長　　刑事部参事官    
 

第１　聴聞等についての決裁  
　　　聴聞７件、意見の聴取１８件、運転免許の拒否処分１件についての決裁（運転免許課）  

  
第２　定例会議                                    
　１　熊本県警察職員採用試験（前期）の実施結果について（警務部）  

 警察本部から、警察官Ａや警察行政のほか、武道指導やサイバー等専門７職種に
係る前期採用試験の実施結果について報告が行われた。  

 公安委員から「採用が大変な時代になっている。特にサイバーは、極端な話、給
与を上げてでも人材を獲得しなければならないのではないか。」旨の発言があり、  
警察本部から「サイバー警察官の採用はここ１０年ほどを見ても合格者が無く、な  

 かなか確保できていない。例えば警察庁では、サイバーセキュリティを取り扱う民
間会社で経験を積んだ人材を警察官として採用するという試みも行っており、今後、 
本県でも検討しなければならないと認識している。」旨の説明があった。  

 また、公安委員から「警察行政は倍率が高いイメージがあったが、１．６倍とい
うのはゆゆしき状況だ。」旨の発言があり、警察本部から「原因は一概にはいえな
いが、昨年の採用予定者数が少なかった状況から受験者数が減った可能性はある。」

 旨の説明があった。
このほか、公安委員から「応募者数が職種の人気のバロメーターであり、その減

少トレンドに対して対策を講じていく必要がある。」「サイバー等の専門職員につ
いては、自前で育成していくことも、今後は必要かもしれない。」旨の発言があっ
た。 

 
　２　外国免許切替手続の見直しについて（交通部） 

警察本部から、外国免許切替えの厳格化を柱とした道路交通法施行規則の改正及
 び同規則改正後の手続概要について報告が行われた。

 
第３　報告・決裁等 
  １　特例施設占有者の公示事項変更についての決裁（会計課） 
　２　令和７年警察協力功労者に対する本部長感謝状の贈呈についての報告（監察課） 
　３　苦情（Ｒ７．№２２）の受理についての決裁（公安委員会事務室） 


